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●袋田の滝冬の氷瀑●

御空より

厳を傳ひて

飛落ちて

すべりて散りて

四度の大瀧 (観瀑台の石版) 大町桂町

奥久慈の袋田の滝は日光の睾厳の滝、熊野の那智の滝に並ぶ、

落差は 1 2 0メートル、幅は 7 3メートル、 4段

]季節の山と
M～袋田の滝冬の氷瀑

＼

＼
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軍
二
〇
二
二
年
十
二
月
一
日
直
一

日本三名瀑のひとつ。

圃



定
例
法
座
傭
一
H

◎
十
二
月
十
一
日
(
日
)
午
後
二
時

～
三
時
半

於

善

巧

寺

法

輪

会

館

[ 2 0 2 2 ( 令 和 4 ) 年 工 2 月 号 通 刊 5 7 7 号 ]

「
宮
・
商
和
し
て
自
然
な
り
」

中
国
か
ら
伝
わ
り
古
来
日
本
で
用
い
ら

れ
た
音
階
に
五
音
(
ご
い
ん
)
と
言
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
と

い
う
音
階
が
そ
れ
で
、
ド
レ
ミ
に
当
て
は
め

る

と

「

ド

・

レ

・

ミ

・

ソ

・

ラ

」

と

な

り

ま

す
。
私
た
ち
の
世
界
で
は
「
宮
(
ド
)
・
商
(
レ
)
」

の

音

が

同

時

に

鳴

る

と

不

協

和

音

と

し

て

聞
こ
え
ま
す
が
、
仏
の
平
等
智
に
よ
っ
て
作

報

ら
れ
た
世
界
「
極
楽
浄
土
」
に
お
い
て
は
円

寺

満

で

妙

な

る

響

き

と

し

て

聞

こ

え

る

と

い

巧

う

の

で

す

。

敵

・

味

方

、

自
・
他
と
い
う
対

立
、
執
着
を
超
え
た
智
慧
の
世
界
、
宮
商
和

番

し
て
自
然
な
る
世
界
が
、
阿
弥
陀
仏
が
私
た

ち

の

た

め

に

ご

用

意

下

さ

っ

た

安

穏

の

地

刊

「
極
楽
浄
土
」
な
の
で
し
た
。

み
ほ
と
け
会
月
例
会

誉
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ソ
ブ
脊

除
夜
合

み
ほ
と
け
会
で
は
感
染
対
策
の
た
め

引
き
続
き
、
N
〇
〇
國
を
用
い
た
イ
ン
ク

l
ネ
ッ
ト
法
話
会
を
開
催
中
。
現
在
、

「
い
ろ
い
ろ
な
お
経
、
そ
の
内
容
簡
単

解
説
」
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
半
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

』
の
曲
ユ
皿
の
峠
⑬
暦
ヨ
0
3
一
[
o
o
ヨま
で

メ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
～

◎
日
時

大
晦
日

午

後

四

時

～

四

時

半

善
巧
寺
本
堂

◎
場
所

◎
内
容

・
勤
行
『
般
舟
讃
(
は
ん
じ
ゅ
さ
ん
)
』

・
一
口
法
話

◎
臼
時

元
日
午
前
八
時
～

◎

場

所

善

巧

寺

本

堂

◎
内
容

勤

行

『

正

信

念

仏

傷

(
六

首

引

)
』

・
御
文
章
拝
読
・
一
口
法
話

華

J
L
L

※
一
月
三
日
ま
で
三
が
日
法
要
と
し

て
、
午
前
八
時
よ
り
お
勤
め
い
た
し
ま

す
。
三
日
皆
勤
の
方
に
は
、
豪
華
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
暖
か
く

し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要

1泊2日(東京駅5月15日出発)

【
行
程
】

本
願
寺
に
ご
一
緒
に
お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
.
鴛

五
月
十
五
日

到
着
後
、
自
由
行
動
(
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

光
予
定
)

京
都
東
急
ホ
テ
ル
(
殺
食
声
歴
ノ
r
l
l
J
]
噴

【
泊
】

五
月
十
六
日

臼
反
朝
参
拝
(
凛
と
し
た
本
願
寺
朝

参
加
自
由
)
 
(
朝
食
)

勤
め
体

』
o
:
o
o

親
賣
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
亭

法
要
後
、
昼
食
(
お
弁
当
)

京
都
駅
(
一
団
:
一
w
発
)
～
東
京
駅
(
一

解
散
旅
行
代
金
お
ひ
と
り
橙
五
万
r
F
一
・
一
釧
降
》
輪
]

普
令
春
日
部
だ
よ
り
令
令

⑬
水
雨
と
と
も
に
関
東
も
冬
の
訪
れ
。
お
布

団
か
ら
出
づ
ら
く
な
る
私
は
、
起
き
た
ら
す

ぐ
毛
布
を
羽
織
り
ま
す
。
蔽
近
で
は
槌
ら
れ

る
毛
市
な
る
も
の
も
あ
る
よ
う
。
皆
様
も
お

身
体
冷
や
さ
ず
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
ほ
ど
を
。

◎
来
年
五
月
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇

年
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
は
、
席
数

を
減
ら
し
感
染
対
策
を
し
た
上
で
の
実
施

と
な
り
ま
す
。
こ
の
ご
法
要
以
降
し
ば
ら
く

大
き
な
法
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

機
会
に
是
非
お
参
り
下
さ
い
。
団
体
参
拝
ツ

ア
ー
は
募
集
人
員
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

⑪
去
る
十
一
月
十
九
日
、
善
巧
寺
境
内
南
側

の
整
備
作
業
を
、
五
名
の
ご
門
徒
さ
ま
の
ご

協
カ
を
賜
り
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

竹
の
囲
い
や
は
み
出
し
て
い
た
雑
草
も
綺

麗
す
っ
き
り
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

⑪
本
年
も
み
な
さ
ま
の
お
陰
で
善
巧
寺
報

巻
発
行
し
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


